心理学基礎実験実習の手引き

１　心理学基礎実験実習のねらい

　心理学基礎実験実習は、基礎的な実験や検査などの実習を通して、心理学を研究する方法・技術を習得するためのものである。さらに、実験によって得られた結果を、科学的報告書の形式に従ったレポートにまとめるための知識・技術を学ぶことを目的とする。

２　授業内容

１．授業の進め方

　受講者を20グループに分け、各グループごとに3週（前期）あるいは2週（後期）で1つのテーマを学習していく。通年で11テーマを実施する。受講者は、水曜日２限に授業があるグループと、水曜日3限に授業があるグループのどちらかに割り当てられるので、自分のグループを確かめること。

２．レポートの評価方法

　レポートは、原則として3週あるいは2週で１テーマが終了するごとに1本提出する。レポートの内容は、各教員がテーマごとに指示する。11のテーマすべてについて、レポートの提出が求められ、未提出はＤ評価となる。単位認定の評価は提出されたレポートの評価に、実習態度や欠席、遅刻の有無なども含めて総合的におこなわれる。なお、欠席があるテーマのレポートは、最高でもC評価となる。

　病気、事故、課外活動その他などでやむを得ず授業に出られない場合も、すべて欠席扱いとする。心理学基礎実験実習は｢実習｣科目であり、他の講義科目とは性質が異なるからである。教職課程「介護等体験」などであらかじめ欠席せざるをえない場合は、事前に助手まで申し出れば、出席扱いにできる。

　遅刻による途中入室は実験中のデータに影響を与えることが考えられるため、原則として授業開始後10分までは遅刻扱いとし、10分以上の遅刻は欠席扱いとする。授業開始前までに入室して待機しているように。

　レポートの評価はA、B、C、Dで行なう。Dはレポートが基準に達しない場合に付けられる不合格判定である。A、B、C評価にはさらに ＋ や － を付けて評価することがある（A+ や B－ など）。返却されたレポートは成績の証明となるので、各自で保管しておくこと。

３．レポートの提出期限および提出場所

　レポートの提出は期限厳守である。理由のいかんにかかわらず、期限後の提出は受理しない。たとえば、プリンタが故障したため、バスが遅れたため、といった理由は認めない。もちろん、啓明館の緊急的工事などで提出先が閉鎖されたような場合は、状況に応じて提出期限を変更することもある。

　提出期限は、各テーマ終了後２週間目の水曜の午前9時である。前日火曜の夕方時までに提出しておくとよい。

　提出場所は、啓明館４階の心理学専攻共同研究室内のグループ別のロッカーである。

　

４．レポートの返却

　レポートは、各教員により添削、採点の上、提出から2週間後、当日の授業の教員を通して返却される。返却日に授業を欠席した受講者は、後日心理学科室までレポートを受け取りに来ること。

５．レポートの再提出について

　レポートの内容が採点基準に達しない場合は、教員から書き直しを求められることがある。書き直しを指示された場合、再提出しない限り未提出扱いになる。指示された点を修正し、元のレポートを添えて、返却後1週間後の授業開始までに（返却された日付は表紙に印字）、啓明館４階心理学専攻共同研究室内のロッカーに提出する。提出期限を過ぎた再提出レポートは受理されないので気をつけること。

1回目に提出したレポートにD評価が与えられ，しかも担当教員から再提出不可と告げられた場合は、不合格とする。

　また、再提出不可と告げられていない場合は、合格者は再提出をしてもよい。その方法は書き直し再提出の場合に準じる。なお､いずれの場合も、再々提出は原則として行なわない。

６．その他

　レポート提出後も、レポートやデータのコピーを自分用に保存しておくとよいだろう。これは、3回生の特殊実験や4回生の卒業研究を通じて常に気をつけていなければならないことでもある。

　前期の2回目の授業で全員に共通のテーマで実習を行なう。このテーマのみ1週で終わり、レポートの提出の締切も早い。このテーマは、レポートの書き方の基礎をつくるものであるから、必ずレポートを提出すること。

　この「手引き」の内容に関する疑問については、担当教員、助手、TAの指示に従うこと。

３　スケジュール
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再提出締切
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締切
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テーマ10




12月17日

1月7日
＊1月28日
再提出ナシ

レポートは授業時間中に返却することを基本とするが、返却日に＊がついているものは、心理学科室（啓明館4階）にて返却するので、各自取りに行くこと。
４　テーマと担当者

番号
担当者
領域
テーマ
方法など

1
北岡明佳
知覚
心理量
精神物理学的測定法

2
小森伸子
発達
概念形成
プロトコル分析

3
中鹿直樹
動物
オペラント条件づけ
動物実験

4
宮原道子
情意
好悪の尺度化
一対比較法

5
十河宏行
記憶
系列位置効果
自由再生法

6
多田美香里
認知
心的回転
反応時間

7
上村晃弘
感覚
閾と判断
信号検出理論

8
田中久美子
測定
パーソナリティ／知能
知能検査

9
恒松伸
学習
古典的条件づけ
言語条件づけ

10
吉本朋子
社会
社会的相互作用
観察法







スケジュール表（横軸の1～15は授業、縦軸のA～Jは学生のグループ名、中の数字は実習のテーマ番号、Gはガイダンス、0は全体で共通して行うテーマ、全体共通テーマの担当者は次週のテーマの担当者とする、例えばDグループはテーマ番号4の宮原先生が指導する）
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５　レポート

1. レポートの規格・体裁

　原則として、ワープロを用いて横書きで作成し、A4版の白紙に印刷して仕上げること。立命館大学のオープンパソコンルームではMicrosoft Wordが使用でき、プリンタも備わっているので、大いに利用してほしい。ワープロの使用が困難な場合は手書きでもよい。その場合もA4版のレポート用紙（罫線の太いもの。キャラクターやロゴマークの入っているものは不可）を用いて横書きすること。文字は楷書、インクは黒とする。鉛筆書きは不可とする。

レポートにはページの番号を中央下に打つこと。

レポートに載せる図表は、適当なコンピュータソフトを用いて作成してもよいし、グラフ用紙などの専用の用紙を用いて手書きをしてもよい。また図表をワープロにとりこんでレポート用紙に直接書きつけてもよいし、別途に仕上げた図表を切り取って、レポート用紙に糊づけしてもよい。ただし、どのような場合でも、レポート用紙から図表がはみ出さないように注意すること。

　レポートには所定の表紙を付け、必要事項を記入する。所定の用紙とは、提出用ロッカー内にある｢基礎実験実習用レポート用表紙｣のことである。また、ホッチキスで左上を留めること。

2. レポートの形式

　実験やテストの種類によって形式の細部には違いが出てくる。そのため、担当教員の指示を優先し、作成すること。下記のものは一例である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□は一字あける

（例）　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　テーマ
□学生番号□氏名
目的（改行する）
方法（改行する）
□実験日時□…
□実験場所□…

□被験者□…
□装置（または、材料・刺激・器具）□…
□手続き□…
結果（改行する）
考察（改行する）
文献（改行する）

感想
（1）表紙
　所定の表紙を使い、テーマ、指導教員名（○○先生、と書くように）、受講者のグループ名、学生番号、氏名を記入する。
（2）目的
　行った実験の具体的目的を書く。たとえば「…の効果があるかどうかを調べることを目的とした」と書く。必ず文章で書き、箇条書きでは書かないこと。
（3）方法
　方法はさらに被験者、装置、手続きのように小見出しを使って書く。被験者、装置、手続きなどの小見出しは一字下げて、あるいは続く文章を改行して書く。小見出し以外の部分はすべて文章で記述する。方法では箇条書きで書きたくなるものであるが、箇条書きは特に必要である場合を除き、避けること。表現は原則として、「…した。…を行った」のように、過去形で書くこと。
被験者（あるいは被験体）
　被験者は氏名を書かず、大学生○名のように人数、性別、平均年齢などを書く。個別の被験者を区別する必要のある時はYSあるいはY.S.のようにイニシャルで示す。動物実験の時は被験体と書く。実験者を書くテーマの場合は、実際に実験を行った者を書く。教員が実験者になった場合はフルネームを書き、敬称・肩書きはつけない。
装置（あるいは材料、器具、刺激など）
　実験に用いた装置や器具、材料、刺激について、名称や寸法、精度などを記す。市販のものであれば、その正式名称と型式を記す。

実験計画（あるいは要因計画）
　後述の「手続き」の中に組み込まれることもあるが、実験計画を別に表記するテーマの場合は手続きの前に書く。全体の実験計画（比較のためにどのような群を設けたなどの要因計画）などを書く。グループ全体として実験計画が立てられ、自分がその一部を分担した場合はもちろん、全体の実験計画について書かなければならない。
手続き
　実験の具体的手順を明瞭に文章で記す。この実験について全く知らない研究者がこれを読んで追試できるように書くことを心がける。実験計画や被験者に与えた教示を書く場合はここに書く。

（4）結果
　結果は必ず文章で示し、理解しやすいように書く。箇条書きでは書かないこと。図や表はその理解を助けるために積極的に用いる。可能であれば、図や表はそれに言及している結果の文章の近くに配置すること。困難であれば巻末にまとめてもよい。ただし、図表のみで文章を省略した書き方は認められない。

　結果には実際に得られたデータを処理した後、考察に必要なものを全て記しておく。実際に行った事柄についての事実を書くのであるから、表現は原則として「…があった。…が認められた」のように過去形で書く。
　図表は図、表ごとに必ず通し番号を付し、タイトルと説明を簡潔に（数行以内で）付ける。図のタイトルと説明は図の下に、表のタイトルと説明は表の上に書く。単位などを忘れないこと。グラフの線は実線、破線、点線などを用いること（図表の作成例を下に示す）。図1をFigure 1 あるいはFig. 1、表1をTable 1と書いてもよい。
　統計検定の結果はここに書く。○％で有意であるかないか、その方法（t検定など）を併せて示す。たとえば、「t検定の結果、条件Aと条件Bの平均反応時間の差は5％で有意であった（両側検定：t(6) = 3.11, p < .05）」というように表記する。
　記載用紙やローデータ（処理していないナマのデータ）は指示がない限り付けないこと。
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表1  材料文章ごとの被験者の人数


　　　　論理構造　　　　　　　 正 格 法　　　　　　　　構成両刀論法
　　　学年/熟知度　　　　　  高　　    低          　　高　　　 低
           4                19        20              20       19     

           5                23        22              22       23

           6                27        28              28       27

 　       計　　　　　　　　69        70              70       69          　　　　
           

                                               （綿井・岸、1990）より引用
（5）考察
　研究には目的があり、それを達成するために方法を考え、実験し、結果を得たのであるから、その結果が目的と照らしてどうであったかを論じなければならない。それが考察である。

　まず、考察の冒頭では、目的が「…における○○の効果を調べる」であったら、結果を引用しながら、「…における○○の効果は認められた」、「…における○○の効果はなかった」あるいは「…における○○の効果は認められないとは言えないが判然としなかった」などと全体的に総括する。その上で「なぜか」ということを自分なりに考察する。

　続いて、全体的な考察を念頭におきながら、個々の問題に答えていく。課題間で考え方が一貫していることが重要である。与えられた課題は決して省略してはならない。考察は結果に関して論理的、合理的に導きうる事柄について書いていく。したがって、表現は原則として「…であると考えられる。…といえる。…と考えざるを得ない。…であるということが示唆される」のように書く。

　考察は、必ず、既に示された結果あるいは先行研究の中に根拠を示しながら進める。しかしながら、単に結果を場当たり的に説明したり、先行研究の考え方の追従に終わるのではなく、考察において自分なりの独創的意見を形成することが求められる。
（6）文献
　文献はレポートの中に引用したものを書く。すなわち、普通は引用文献が文献である。文献の順序は、著者の姓によりアルファベット順とする。ただし、授業で使用したレジュメなど、他の研究者が入手できないものは書かないこと。

　　　　本文中での引用の仕方の例

　　　　「Gibson (1969) の知覚学習の考え方によれば…ということになる。」

　　　　「知覚学習は…とする考え方もある（Gibson, 1969）。」

　本文で引用してはいないが、レポートを書くに当たって参考にした文献を参考文献として示してよい。ただし、引用文献とは別に示すこと。

　文献の書き方は心理学研究、教育心理学研究、Journal of Experimental Psychologyなどの学術ジャーナルの記載方法に準じる。以下に例を挙げるが、文献の表記法は分野によって、学術ジャーナルによって少しずつ異なるので、各教員の指示に従うこと。

①単行本
南　博　(1980)　人間行動学　岩波出版
Gibson, E. J. (1969) Principles of Perceptual Learning and Development. NewYork: Appleton-Century-Crofts.

（数行に渡る時は2行目以降を右に寄せる）

②編集書・監修書
高木　貞二（編）　(1958)　心理学研究法　岩波出版
Dunnete, M. D. (Ed.) (1976) Handbook of Industrial and Organization Psychology. Chicago: Rand McNally.

③編集書・監修書の一章
森　敏明　(1985)　記憶のモデル論　小谷津孝明（編）　認知心理学講座２　記憶と知識　東京大学出版会　(pp. 35－58)
Berlyne, D. E. (1969) The reward-value of indifferent stimulation. In J. T. Tapp (Ed.), Reinforcement and Behavior. New York: Academic Press (pp. 17-94).

④翻訳書
ヘッブ, D. O.（著）　白井常・鹿取広人・平野俊二・金城辰夫・今村護郎（訳）　(1975)  行動学入門　紀伊國屋書店
⑤学術ジャーナル
中島　誠　(1967) 日本における言語発達研究の動向　心理学評論, 10, 257-262.

Underwood，B. J. (1976)  Recognition memory for pairs of words as a function of    associative context.  Journal of Experimental Psychology: Human Learning and Memory, 2, 404-412.

⑥学会発表の抄録
畠瀬　稔　(1980)　エンカウンター・グループ体験による教師の対人能力の促進に関する研究　日本心理学会第44回大会発表論文集, p. 642.

最近増加してきたウェブページの引用については、各教員に相談されたい。引用する場合には、ページの作成者、作成年あるいはアップデート年、タイトル、アドレス、そのページにアクセスした日を記述することは最低限必要と考えられる。

（7）感想
実験、レポート作成の過程で浮かんだ疑問、意見、反省その他の感想を自由に書いてもよい。
3. その他、一般的注意
　レポートは実験の内容について明瞭かつ的確に、省くことのできない最小限のものを無駄なく記述しなければならない。また、レポートは自分の行った実験や研究の内容を読者に正確に伝えることが目的であるので、読者に無理なく理解できるように書くことが重要である。このためには、以下の点が重要である。

・事実（たとえば手続きや測定結果）を的確に記述すること

・論理を明確にすること（しっかりと筋道の通った記述を展開すること）

・曖昧な表現や用語の使用を避け、価値判断を含む用語（よい・わるい）は使わない。

・よく定義された専門用語を用いる。

・冗長、重複を避け、私的表現（私、自分、僕など）や敬語を使わない。
・長すぎて理解が難しい文章は避ける。

・段落毎に改行、１マス下げ、句読点に注意する、など適切な日本語を書くように。
・文中、むやみに[　 ]、☆、★、？、！などの記号を用いないこと。
・文中、意味なく空行をつくらない。誤字、脱字に気をつける。
・訂正の場合は原則として印刷し直すこと。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

６　その他

①実験室の利用

レポートの作成作業はデータ解析室（啓明館3階）を利用することができます。鍵の開閉は学生証で行います。休日に関しても、心理学科室にある休日使用届に必要事項を記入の上、文学部事務室および管理課に提出すれば使用することができます。データ解析室以外の実験室は以下の要領で使用して下さい。

　　◎実験室の使用時間

　　・9:00～17:00 　助手が実験室の開錠を行います。心理学科室まで申し出て下さい。

　　・17:00～21:30　鍵を文学部事務室で借り出し､開錠､施錠を行って下さい。

　　・21:30～22:30　前日までに夜間使用届けを文学部事務室に提出する必要があります。

　　　　　　　　　　　心理学科室まで書類を取りに来て下さい。

　　・22:30以降　  使用できるのは特別な事情のある場合のみです。

前日までに深夜使用届けを文学部事務室まで提出して下さい。

書類は心理学科室にあります。

　　・土､日の使用　木曜までに休日使用届けを文学部事務室に提出する必要があります。

　　　心理学科室まで書類を取りに来て下さい。

　　　鍵の貸借は中川会館管理課で行って下さい。

＊最後に実験室を退出する人は､消灯､施錠を確認して下さい。

②実験器材の貸し出し

　実験等で使用する器材は､心理学科室（4F）､心理学作業室（2F）にて貸し出しています。使用したい場合は助手まで申し出下さい。

③文献の所在

　・図書館（単行本など）

・修学館文献資料室（学術雑誌、専門図書など）

・啓明館４F心理学共同研究室（単行本、ハンドブック・辞書、学会発表論集など）

・啓明館２F心理学実験作業室（検査関連の図書、解説書）

＊但し、共同研究室、実験作業室内の図書は原則として貸し出しを行わない。啓明館内で閲覧し、その日のうちに返却すること。

なお、心理学関連の文献は､主として次の場所におかれています。
　　　共同研究室 …………………… 事典､辞書､ハンドブック､学会発表論文集､その他書籍

　　　　　　　　　　　　　　　　　使用したい場合は心理学科室助手まで申し出て下さい。
　　　心理学実験作業室……………　検査関係の書籍､授業で指定された教科書

　　　　　　　　　　　　　　　　　使用したい場合は作業室助手まで申し出下さい。

　　　文献資料室 …………………… 心理学専攻購入雑誌の和・洋雑誌､専門書
　　　図書館 ………………………… 入門書､概論書､専門書
　　　他学部共研・修学館書庫 …… 図書館で紹介状の発行を受けること

④学術情報の検索

RUNNERS（立命館大学所蔵文献の学内検索システム､データ解析室からもアクセス可能）や PsycINFO（米国心理学会〈APA〉の作成する心理学とその周辺分野に関する文献情報データベース）が利用できます。（使用方法は助手やTAに相談してください。）
　以上の他に､インターネット上の国内外のデータベースも活用しましょう。心理学研究室ホームページに紹介してありますので､活用してください。

　　　http://www.psy.ritsumei.ac.jp/index-j.html
⑤連絡事項の掲示

連絡事項などは、啓明館４階心理学専攻共同研究室前掲示板に掲示します。自分に関係のある掲示が出ていないか､常に気をつけておくようにして下さい。

⑥実験実習の質問

実験実習に関する質問がある場合は、TAおよび助手が受け付けています。TAの勤務場所，勤務時間については，掲示にてお知らせいたしますので，掲示板をご覧下さい。

表1の例ではタイトルだけを示しているが、特に左の図のような結果の図の場合は、結果の説明も続けて簡潔に書くことが薦められる。いずれにせよ、タイトルと説明は図の場合は図の下に、表の場合は表の上に書くこと。
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